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高濃度の汚染物質保管施設の開発と施工例 
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１．はじめに 

福島県県中浄化センターでは下水汚泥処理にともなっ

て発生する溶融ダストで最大 247 万 Bq/kg，溶融スラグか

ら最大 33万 Bq/kg の高濃度の放射性物質が検出され続け

ている．そのため，これら放射性物質に汚染された溶融ダ

ストやスラグ（以後，汚染物質）の保管施設（以後，保管

施設）を開発し，2012 年 3 月に施工が完了したのでその

概要について報告する． 

 

２．開発した高濃度汚染物質保管施設の概要 

(1)保管施設概要 

開発した保管施設は内空幅 8.35ｍ×内空高 4.90ｍ～5.08ｍ×延長 23.7ｍ，保管スペースを２つ有する二

連式の構造で，部材厚 300ｍｍのプレキャストコンクリート製の擁壁及び蓋部材と，現場打ち鉄筋コンクリ

ート底版から構築されている(図 1)．また，保管施設上部には，搬入作業中に雨水等が施設内に浸入するこ

とを防ぐための移動式のテントと汚染物質搬入用の走行クレーンを設置した（写真 1）．開発にあたっては，

1)必要な遮へい性能を有すること，2)雨水等の接触や内部からの浸出水の流出を抑制すること，3)短期間で

構築が可能であることを目標とした． 

 

 

(2)遮へい構造について 

遮へい構造となる L型擁壁及び蓋部材の部材厚は，原子力災害対策本部が示した値 1)を基に試算を行い，

溶融スラグに対して約 99%の遮へい性能を有するよう厚さ 300 ㎜とした．コンクリートは，一般的なプレキ

ャストコンクリート製品に利用されている普通コンクリート（設計基準強度σck=40N/mm2）を採用し，コス

トの削減と品質の安定性を確保した．また，特に高濃度の放射性物質が検出されていた溶融ダストについて

は，遮へい効果を高めるため，プレキャストコンクリート製の保管容器（移動式保管ボックス）に封入した

上で施設中央側に配置するとともに，移動式保管ボックスと L型擁壁の間に比較的低濃度の溶融スラグを配

置した．これによりコンクリートによる二重の遮へい効果と，溶融スラグを遮へい材とした放射線減衰効果，

さらに外部までの距離による放射線減衰の効果を考慮し，コンクリートによる遮へい効果のみで試算される

必要部材厚を低減し，コストの削減を図った．また，保管施設はプレキャスト部材を組み上げて構築するた

写真 1 開発した高濃度汚染物質保管施設 

(a)カギ状目地 (b)平行目地 

図 2 目地形状 

図 1 保管施設断面図 

走行クレーン 移動式テント 

保管施設 
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め，部材間に形成される目地の隙間部分から放射線が外部へ漏えいする事が懸念された．そこで，全ての部

材間の目地形状に図 2(a)に示すような「カギ状目地」を採用した． 

 

(3)遮水構造について 

本保管施設では，今後排出される汚染物質を順次収納していく計画がなされていたため，汚染物質全体を

遮水シートで覆う構造形式の採用は困難であった．そこで，搬入作業の完了した区画については，上部に蓋

部材を設置し，目地部分にシーリングをおこない防水した．また，施設内部の浸出水等が外部へ流出するこ

とを防止するため，施設内部底面にアスファルト防水を施した．搬入作業中の保管施設内への雨水の浸入を

防ぐために，保管施設上部に移動式テントを設置した．  

 

(4)施工について 

本保管施設では，コストを削減するため，底版部にプレキャスト製品を採用せず，現場打ちとしたため，

若干工期が延長したものの，擁壁及び蓋部材については短期間で設置することができた．  

 

３．遮へい効果の確認 

汚染物質の収容に先立ち移動式保管ボックスによ

る放射線低減効果の確認試験を行った．確認試験に

は，表面線量で 458μSv/h が計測された汚染物質を

用い，移動式保管ボックスへの封入前後で，図 3に

示す 11点で計測を行った．測定結果を表 1に示す．

封入後の移動式保管ボックス表面（L=0.0m）におけ

る線量率は 3.07μSv/h～7.88μSv/h で，封入前の汚

染物質の計測値と比較して，98.3％～99.3％の低減

効果が得られた．また，遮へい効果が低いと想定さ

れた目地部（H=1.15ｍ，L=0.0ｍ）

についても他の測点と同等の低減

効果を確認することができた． 

汚染物質収容後の L型擁壁外側

での放射線量は現地の空間線量程

度の数値が得られたことから，本

保管施設が十分な遮へい性能を有

していることが確認された． 

 

７．おわりに 

高濃度の放射性汚染物質保管施設の開発及び検討を行った．擁壁と移動式保管ボックスの組み合わせによ

る二重のコンクリート壁，汚染物質の線量率に合わせた保管施設内の配置，カギ状目地などを保管施設内に

適用することで，高濃度の汚染物質に対しても十分な遮へい性能を有することが確認できた．本実績で得ら

れた知見を活かし，設計，施工，製品製作等の更なる改良を行い，地域の早期復興に貢献したいと考えてい

る． 
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表 1 放射線量測定の結果 （単位：μSv/h）

平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

0.40 ±0.01 0.79 ±0.03 － -

H=0.5m 0.65 ±0.02 0.80 ±0.01 0.84 ±0.01

H=1.0m 0.54 ±0.02 0.71 ±0.01 0.74 ±0.01

H=1.15m 0.55 ±0.01 0.70 ±0.02 0.71 ±0.02

7.38 ±0.07 2.47 ±0.01 － -

H=0.5m 7.88 ±0.14 2.27 ±0.03 0.96 ±0.01

H=1.0m 3.91 ±0.03 2.08 ±0.01 0.86 ±0.01

H=1.15m 3.07 ±0.02 1.96 ±0.02 0.84 ±0.02

※数値は同一測点における5回計測の平均値とその標準偏差
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図 3 放射線量測定位置図 
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